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───────────────────────────────
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　町長　鶴田忠良・　教育長　百留隆男・　副町長　奥野勝利
　会計管理者　矢野洋一・　企画情報課長　尾崎幸光・　税務課長　福本豊彦・
　住民課長　中　　豊・　健康福祉課長　坪根勝磨・　産業振興課長　永野英憲・
　建設課長　古原典幸・　総合窓口課長　末松克美・　教務課長　岡崎　浩・

　総務係長　熊谷豊司　　（欠席者　総務課長　川口　彰）
───────────────────────────────
○職務のため本会議に出席した者の職氏名
　議会事務局長　福田正晴
　議会事務局係長　垂水英治
○議事日程
平成２５年第３回定例会議事日程（３日目）
平成２５年９月２０日　午前１０時００分　開議
日程第　１　諸般の報告
日程第　２　認定第　１号　平成２４年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について

日程第　３　認定第　２号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

日程第　４　認定第　３号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

日程第　５　認定第　４号　平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

日程第　６　認定第　５号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

日程第　７　認定第　６号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について

日程第　８　認定第　７号　平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について

日程第　９　議案第５０号　上毛町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について

日程第１０　議案第５１号　上毛町消防団員の定員、任命、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の一部を改正する条例について

日程第１１　議案第５２号　上毛町立保育所条例の一部を改正する条例について

日程第１２　議案第５３号　財産の無償譲渡について

日程第１３　議案第５４号　財産の減額貸付について

日程第１４　議案第５５号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第５号）

日程第１５　発議第　５号　消費税増税実施の中止を求める意見書（案）

日程第１６　議会運営委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について

日程第１７　広報特別委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について

○委員会付託
文教・厚生常任委員会
認定第　１号　平成２４年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定（所管分）について
認定第　２号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
認定第　３号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
認定第　６号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について
認定第　７号　平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について
議案第５０号　上毛町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について

議案第５２号　上毛町立保育所条例の一部を改正する条例について
議案第５３号　財産の無償譲渡について

議案第５４号　財産の減額貸付について

議案第５５号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第５号）（所管分）

総務、産業・建設常任委員会
認定第　１号　平成２４年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定（所管分）について
認定第　４号　平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について
認定第　５号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
議案第５１号　上毛町消防団員の定員、任命、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の一部を改正する条例について
議案第５５号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第５号）（所管分）
発議第　５号　消費税増税実施の中止を求める意見書（案）

○　会　議　の　経　過　（３日目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分
○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。
　定刻になりました。御起立をお願いいたします。
　一礼して御着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に運営資料として配付しておりますので御確認ください。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第１、諸般の報告を行います。
　本日の会議では、９月１０日の本会議で、各常任委員会に審査を付託した案件について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。
　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解ください。

　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長宛てに提出されておりますので、運営資料中に写しをお配りしております。

　委員長報告終了後の討論、採決は、日程の順に従って行いますので御了解ください。
　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付した各氏の出席を認め、会議に出席いただいております。

　これで、諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。討論、採決は、日程の順に従って行いますので、御了解ください。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第２、認定第１号　平成２４年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定（所管分）について、日程第３、認定第２号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程第４、認定第３号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、日程第７、認定第６号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について、日程第８、認定第７号　平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について、日程第９、議案第５０号　上毛町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について、日程第１１、議案第５２号　上毛町立保育所条例の一部を改正する条例について、日程第１２、議案第５３号　財産の無償譲渡について、日程第１３、議案第５４号　財産の減額貸付について、日程第１４、議案第５５号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第５号所管分）、以上１０件を議題とします。
　文教厚生常任委員長の報告を求めます。
　三田委員長。
○文教厚生委員長（三田敏和君）おはようございます。文教厚生常任委員会から報告いたします。
　当委員会は９月１７日、議会中小会議室において、文教厚生常任委員会全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５７分開会、１２時３０分に閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された決算認定５件、条例２件、予算案１件、その他２件の合計１０件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。

　議案第１号　平成２４年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定（所管分）について、最初に総務係長に総括説明を求めました。一般会計は歳入で５６億４,５９３万５,３８０円の決算で、２３年度対比１億７,１８５万８,９３６円の減、歳出では５０億２３１万４,９７９円の決算で、２３年度対比４億６,８３８万５,５９７円の減額です。なお、一般会計特別会計とも赤字決算はありません。歳出による前年度対比の減額は、２３年度に実施した町内電算システムの更新事業、総合グラウンドナイター設備改修事業等の完了と、基金積立金の減少によるものです。

　予算執行に当たっては行政改革大綱を踏まえ、引き続き歳出削減、歳入確保に取り組みました。２４年度は産業振興、少子高齢化、過疎対策、行政改革を主要施策とした予算執行を行いました。

　総括説明の質疑として、行政改革大綱を踏まえて３施設の譲渡、大平楽の指定管理、保育所も民営化しようとしている。３施設の場合、施設の役員に専門的な知識が要ると思うが、どのような配置になっているのか。大平楽もいろいろなトラブルが起こっている。これについて総括的にどのようなところに問題があったのか。
　答弁。総括的にいえば、問題が起こった。まだ現実的に解決しないところはあると思います。しかし、主たる部分は旧大平楽の課題であって、この問題については前指定管理者の指導監督が不十分であったことに尽きると思っている。行政がもっと厳しい対応をすべきであったと反省しています。あとの分については、ここで申し上げることはないし、スムーズに行革の成果が上がっていると思います。
　総務の関係で、経常的経費の考え方ですが、これまで土木的な事業が多くて、投資的な経費が多かった。町も箱物工事は大体、行き届いている。これからは、維持管理に金がかかる。住民の福祉の問題に流れていくと、従来のような経常経費は７０から８０でよいのかどうか。しかし、福祉にかなり力を入れていくと、若干高目になっても仕方がないのかとも思うが、その点について財政担当の見解は。
　答弁。先ほど説明いたしました経常収支比率は、２４年度８１.１％。これは経常経費に対する一般財源の割合ですが、これが言われるように低いほど、突発的な事業、もしくは柔軟に行政が対応できる。事務方としては、低ければ低いほど町民のニーズに応えられるのではないかと考えています。合併の次年度、１８年度は９５.７％で高い水準でした。年々下げてきて８１.１％となり、適正な水準となっているのではないかと考えています。
　今後の財政上の留意点で、自主財源の確保に努めていこうと書いていますが、２４年度の町税、当初予算５億８,０００万円に対し、収入未済額が５,１００万という予算に対し１割近い税収不足になっている。固定資産２,６００万円とかなり大きな数字があると思いますが、どういうふうに対応していくのか。
　答弁。滞納している人がどう考えているかですが、税務課も県の方と連絡しながら、取るように仕組んでいます。努力、または徴収を行っていますが、決算書に載っているのは努力した結果として残ったもので、今後、努力していかなければならないと思っています。

　討論。反対討論あり。
　採決。起立多数で認定することに決しました。
　認定第２号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、最初に坪根健康福祉課長に説明を求めました。平成２４年度の歳入総額は１０億１,６８７万円４,６３１円で、前年度対比約２％の減、歳出総額は９億５,４２５万１,０９３円で、前年度対比０.７％の減です。国保医療費は毎年増加し続けてきたが、本町では厳しい経済情勢を鑑み、保険料負担の増大に最大限配慮し、一般会計から財源措置により保険料の据え置き措置を継続しています。一方、特定健診後の保健指導等の徹底による生活習慣病対策、とりわけ糖尿病予備軍抑制への取り組みは、ここ数年、飛躍的な改善結果となったとの説明でした。
　質疑。税の徴収については、昨年、９８万７,０００円ほどの不納欠損が出ています。ことしは５３万８,５００円出ています。税というものは、正直な者が損をすることのないように、不納欠損で上げることを望んでいませんので、ぜひこのようなことのないように、今後、徴収は税務のほうで徴収するのですか。これは、お互い横の連絡をとってもらって差し押さえて取っていくと、不納欠損だけは真剣に考えていただきたい。
　答弁。徴収のほうは税務が担当していますが、資格を管理している健康福祉課としても、毎年の保険証の更新時に新しい保険証で、滞納のある方は手渡し、窓口での交付をして、必ず接触するように心がけています。その中で、滞納者につきましては、税務の話し合いを含めて実施していただいて、必要であれば分納の誓約を結ぶ等、常に協議しながらやっています。

　討論。反対討論あり。
　採決。起立多数で認定することに決しました。

　認定第３号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、最初に坪根健康福祉課長に説明を求めました。平成２４年度の歳入総額は、１億３,０３３万９,９２３円で、前年対比５.６％の増、歳出総額は１億２,８５１万４,３６８円で前年対比６.４％の増。本町では７５歳を迎えた新規加入者に対して、通知のみにとどまらず、電話によるフォローアップ等により制度への理解を促進し、あわせて保険料の口座振替勧奨や滞納解消のための納付指導等をきめ細やかに実施することで着実な保険料収納を確保しており、制度の定着化と安定的な運営が図られているとの説明でした。
　質疑なし。
　討論。反対討論あり。
　採決。起立多数で認定することに決しました。

　認定第６号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について、最初に、岡崎教務課長に説明を求めました。平成２４年度の新規貸付者１１名、奨学金貸付者全体で大学生、専門学校生１６名となり、貸付金９２３万５,０００円、返還者は５０名で、返還金は７９０万円。なお、返還金は順調に返還されている、収納率は１００％との説明でした。
　質疑なし。
　討論なし。
　採決。全会一致で認定することに決しました。
　認定第７号　平成２４年度住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について、最初に、中住民課長に説明を求めました。住宅新築資金貸付者は、平成２５年３月３１日現在２０名、滞納残高は６,３６１万３,０００円、２４年度貸付金元利収入予定額は４４万７,０００円で、実収入はなく、滞納分は３４万円の収入があったとの説明でした。

　反対討論あり。
　採決。起立多数で認定することに決しました。

　議案第５０号　上毛町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について、最初に坪根健康福祉課長に説明を求めました。地方税法の一部改正に延滞金等の割合金に係る特例規定の見直しがなされたため、本町の後期高齢者医療の条例中の滞納金に関する規定について、同様の改正を行ったものとの説明でした。
　質疑なし。
　討論なし。
　採決。全会一致で可決することに決しました。

　議案第５２号　上毛町立保育所条例の一部を改正する条例について、最初に、中住民課長に議案第５２号　上毛町立保育所条例の一部を改正する条例について、議案第５３号　財産の無償譲渡について、議案第５４号　財産の減額貸付についての一括説明を求めました。
　平成２６年度より上毛町立新吉富保育所を民営化することに伴い、条文の削除、民間移管後の安定的かつ継続的な施設経営が図られるように配慮することが必要であるため、財産である建物、工作物、備品、立ち木を学校法人扇城学園に、平成２６年４月１日付で無償譲渡する。また、土地についても３０年間、減額対応するとの説明でした。
　質疑。土地の地目が田になっていますが、地目変更はすべきでは。
　答弁。土地はとりあえず貸与します。このことについては今後、検討します。
　質疑。名称はどうなりますか。
　答弁。相手先は新吉富を残すと言っています。
　まず議案第５２号、反対討論あり。
　採決。起立多数で可決することに決しました。

　議案第５３号、反対討論あり。
　採決。起立多数で可決することに決しました。
　議案第５４号、反対討論あり。
　起立多数で可決することに決しました。
　議案第５５号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第５号）「所管分」について、最初に、熊谷総務係長に総括説明を求めました。平成２５年度総額は、歳入歳出それぞれに３,７５７万円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ４７億２,８０９万８,０００円とするとの説明でした。
　次に、住民課長、健康福祉課長、教務課長の順で説明を求めました。

　質疑。臨時財政対策債の減の要因は。
　答弁。基準財政需要額、町にどれくらいの金が要るか、町にどれくらいのお金が入ってくるか、その不足分が普通交付税。それでも足りない部分で臨時財政対策債を発行しています。対になっているので、普通交付税が下がれば臨時財政対策債も下がります。
　討論。反対討論あり。
　採決。起立多数で可決することに決しました。

　最後に、教育長より教育委員会の権限に属する事務についての報告がありました。

　以上、報告を終わります。

○議長（坪根秀介君）文教厚生常任委員長の報告が終わりました。
　これから、文教厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）議案第５２号　町立保育所の一部を改正する条例でございますけれども、今回、民の活力を使うということについては、特に異存は持っておりません。しかし、本町の保育行政が大きく変わってくるのではなかろうかなという感じがしております。
　今までは公立が２園、それから私立が１園ということできておりますけれども、今度はそれが逆になって、私立が２園、公立が１園ということになるわけでございますけれども、町長の措置権が変わってくるのではなかろうかという不安です。いわゆる私立になりますと、そこはそこのペースで行くと思いますし、行政が余り保育内容等、いろいろな面で関知できないということも出てくるのではなかろうかという感じもします。
　それから国でも現在、少子化が進行する中で、子育て支援等あらゆる施策を打ち出しておりますけれども、そこら辺との逆行というか、相入れない面が出てくるのではないか、保護者が困るようなことになるのではないかという危惧をしておりますが、その辺の議論はなかったでしょうか。
○議長（坪根秀介君）三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）この件については継続審査ではどうかというような意見もありまして、まだ国が２７年から認定こども園という制度になっていくということで、今、国会でいろいろ議論をされておる中で、確定していないところで議論して、かみ合わないところがたくさん出てきました。それは不安に思っていることは事実だということで、中津にそのままとられるのではないかという質問も含めて、議論が集中しました。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第２、認定第１号　平成２４年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定（所管分）について、日程第５、認定第４号　平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第６、認定第５号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１０、議案第５１号　上毛町消防団員の定員、任命、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の一部を改正する条例について、日程第１４、議案第５５号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第５号所管分）、日程第１５、発議第５号　消費税増税実施の中止を求める意見書（案）、以上、６件を議題とします。

　総務産業建設常任委員長の報告を求めます。

　安元委員長。
○総務産業建設委員長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告いたします。
　当委員会は９月１８日、議会中小会議室において、常任委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５５分開会、午後１２時５分閉会しました。

　当委員会に付託された案件は、町長提出の決算認定３件、条例案１件、予算案１件と、議員から提出された発議１件の計６件です。

　この案件の審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告いたします。

　認定第１号　平成２４年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定（所管分）について、執行部より提出された２４年度主要施策の成果を中心に説明を求めました。最初に、総務係長より全般にわたって総括説明がありました。

　総括説明に対する質疑として、中学校の太陽光発電でどれくらい収入があるか。
　答弁。７月で１６万７,０００円程度、８月で１７万５,０００円程度である。
　これからの３件は、主管課である教育委員会がいませんでしたから、町長の答弁であることを申し添えておきます。

　特色ある教育とはどのようなことを指すのか。

　答弁。上毛塾は特色ある教育の一環である。

　質疑。学力調査の公開をどう思うか。

　答弁。公開の原則からいうと、教育内容に支障を来さない範囲で公開してもよいと思う。

　質疑。土曜日の授業をやることについて、どう思うか。

　答弁。土曜日の授業はやってもよいと思っている。

　質疑。売電契約は九電とどうなっているか。

　答弁。全量買い上げになっている。

　各課長の説明に対する質疑で、これは町長の答弁になりますが、消防の中で広域消防の職員をふやしてほしいという要望があるが、この件は以前にもあったので、早速、消防長に話をしている。いずれ何らかの結果が出ると思う。
　企画費の地域づくり活動について、成果はどうか。

　答弁。３年間の補助金をつけている。認定会も開いているし、発表会も開いて公開している。

　質疑。この事業には行政として最終目標を示すべきではないか。

　答弁。８８のプロジェクトがあり、それに沿って活動することになっている。

　質疑。文化財のガイドブックの配布について、全戸に配布してはどうか。

　答弁。ただということは粗末になるので、一応、５００円にしたいと思っている。

　質疑。１冊５００円として、３,０００世帯で１５０万円ぐらいであり、住民に文化財を知らせることは大切であると思うが。

　答弁。これは町長の答弁になります。十分、検討してみたいと思う。文化財に関心を持ってもらうことが大切である。

　質疑。有田地区の生活水について、詰まって出ないときがあると聞くが。

　答弁。小さな粒子が詰まるので、地元で除くようにしている。

　質疑。入湯税について未納になっているが、裁判の結果が出るまでこのままか。

　答弁。未納については法的手段をとって進めている。
　質疑。中山間地域の支援について、条件設定はどうか。以前と現在との変化はどうか。

　答弁。地形の勾配によって違ってくる。要件は変わっていない。

　質疑。この支援は半永久的に補助が受けられるか。
　答弁。現在、自民党の中で検討しているようだが、町としては長く続くようにと思っている。
　討論なし。

　採決の結果、全会一致で認定されました。

　認定第４号　平成２４年度上毛町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について、建設課長に説明を求めました。成果表について説明がありました。
　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で認定されました。

　認定第５号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、建設課長に説明を求めました。成果表に基づき説明がありました。
　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で認定されました。

　議案第５１号　上毛町消防団員の定数、任命、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の一部を改正する条例について、総務係長に説明を求めました。定員の見直しを行うものであり、現員１１４人を１３５人とするものである、また大規模災害に対応するものであるとの説明がありました。

　質疑。消防団員の出動率はどうなっているか。

　答弁。現在、団員が１３７人おられ、過去５年間の平均出動率は４９％である。

　質疑。合併のとき定員を減らすようになっている。合併の負の遺産である。なぜふやさなければならないのか。

　答弁。御指摘のように合併のときは決めていたが、近年、大規模災害が発生しており、防災の指針などから十分精査した上で必要であると考えられるので、御理解願いたい。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第５５号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第５号）「所管分」、最初に総務課長に総括説明を求めました。

　総括説明に対する質疑なし。

　次に、担当課長に説明を求めました。

　担当課長の説明に対して、古民家活用プロジェクトの場所は決まっているか。

　答弁。場所については有田地区を考えている。

　質疑。大平楽の浄化槽について、ここまで来るまでに前管理者が検査をやっていなかったのか。

　答弁。寿命が５年から６年になっているので、時期が来ている。ポンプについては１０年から１５年が寿命と言われている。

　質疑。法的検査はやっていたのか。

　答弁。検査は毎月やっている。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　発議第５号　消費税増税実施の中止を求める意見書（案）、提出議員から補足説明がありました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、起立なしにより不採択となりました。

　以上で総務産業建設常任委員会の報告を終わります。
○議長（坪根秀介君）総務産業建設常任委員長の報告が終わりました。

　これから、総務産業建設常任委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

　日程第２、認定第１号　平成２４年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、認定第１号に反対の立場から討論をいたします。
　同和行政について、法の失効にもかかわらず続けています。特別扱いはやめて直ちに一般行政に移行すべきです。
　給食調理業務について、小学校給食を食育の一環として考えるならば、民間に委託することは好ましいことではありません。
　し尿くみ取り料は、合併までに統一するということでありましたが、依然、新吉と大平地域ではくみ取り料が違っています。
　町長は２０１１年、町長選挙の公約で保育料の無料化を掲げています。保育料を無料にする、あるいは負担を軽減するなどという姿勢が全くありません。
　憲法違反の築城の自衛隊基地協賛会の負担を納めている。
　大池公園周辺有料施設の指定管理者選定委員会は、該当なしでしたが、町長は２通の推薦状でいとも簡単に指定管理者を決めています。
　東高跡地宅地化委員会の決定を議会に提案し、可決したところ、これもいとも簡単に変更しています。
　以上の理由を申し上げまして、この決算認定に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は原案認定であります。
　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（坪根秀介君）起立多数。
　よって、認定第１号　平成２４年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定ついては、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、認定第２号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、認定第２号に反対の立場から討論いたします。

　１人当たりの医療費の減や糖尿病患者予備軍の減については、関係者の御努力により見るべき成果があったと思います。しかし、国保加入者のほとんどの方は保険料が高いと言っています。国は１９８４年まで医療費ベースで４５％であった補助を、医療給付費の５０％にしたため、医療ベースでの補助が減りました。国の国保の運営のあり方に問題がありますので、この決算認定に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案認定であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（坪根秀介君）起立多数。
　よって、認定第２号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第４、認定第３号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、認定第３号は反対の立場から討論いたします。

　後期高齢者医療制度は、７５歳以上の高齢者とそれ以外の高齢者を切り離し、差別医療を押しつけるものでありますので、この決算認定に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案認定であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（坪根秀介君）起立多数。
　よって認定第３号、平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第５、認定第４号　平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案認定であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。
　よって、認定第４号　平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第６、認定第５号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案認定であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。
　よって、認定第５号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第７、認定第６号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案認定であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。
　よって、認定第６号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第８、認定第７号　平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、認定第７号に反対の立場から討論いたします。

　今日多くの滞納額が生じているのは、貸し付け当時、乱脈な貸し付けを行ってきたからであります。私は乱脈な貸し付けに反対してきたので、この決算認定に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案認定であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（坪根秀介君）起立多数。
　よって、認定第７号　平成２４年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第９、議案第５０号　上毛町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。
　よって、議案第５０号　上毛町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１０、議案第５１号　上毛町消防団員の定員、任命、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。
　よって、議案第５１号　上毛町消防団員の定員、任命、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１１、議案第５２号　上毛町町立保育所条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、議案第５２号に反対の立場から討論いたします。

　国は保育の公的責任を放棄するための仕組みとして、保育そのものへの保障ではなく、利用者個人への現金給付、保育の必要量を定め、認定された量だけ利用を認める、市町村の保育の実施義務をなくし、施設と保護者の個人契約にするという新制度にしようとしています。町は、新吉保育所の移管先である学校法人扇城学園には、新制度のもとでの運営について説明を求めていません。移管先の学校法人は、入所手続が個人契約となる認定こども園を開設しています。新吉保育所も認定こども園になると、町は保育の実施から外れ、入所まで責任を持つ必要がなくなり、待機児童に責任を持たなくなります。

　さらに移管後、新制度になれば、保育所は法人施設となり、法人の諸事情により、施設を中津へ吸収合併するのをやめさせる手だても、今のところ見受けられません。

　以上の理由を申し上げまして、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（坪根秀介君）起立多数。
　よって、議案第５２号　上毛町町立保育所条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１２、議案第５３号　財産の無償譲渡について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は議案第５３号に反対の立場から討論いたします。

　議案第５３号は、５２号の議案との関連で提出されたものであります。私は議案第５２号について反対の立場で討論いたしましたので、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（坪根秀介君）起立多数。
　よって、議案第５３号　財産の無償譲渡については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１３、議案第５４号　財産の減額貸与について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、議案第５４号に反対の立場から討論いたします。

　この議案は、議案第５２号との関連で提出されたものであります。私は議案第５２号には反対の立場で討論いたしましたので、この議案第５４号は反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（坪根秀介君）起立多数。
　よって、議案第５４号　財産の減額貸与については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１４、議案第５５号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第５号）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、議案第５５号に反対の立場から討論いたします。

　合同保育所業務は、新吉保育所を学校法人扇城学園に移管するための施策であるので、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は、原案可決であります。
　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（坪根秀介君）起立多数。
　よって、議案第５５号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１５、発議第５号　消費税増税実施の中止を求める意見書（案）、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は、原案不採択であります。
　ここで改めてお諮りします。

　発議第５号　消費税増税実施の中止を求める意見書（案）について、採択することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（坪根秀介君）起立少数。
　よって、発議第５号　消費税増税実施の中止を求める意見書（案）については、原案を不採択することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１６、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から、所掌事務のうち会議規則第７５条の規定により特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。
　したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１７、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。
　したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）以上で、本日の議事日程を全て終了いたしました。

　ここで、今期限りで勇退されます鶴田町長から、退任の御挨拶をされたいということでございます。鶴田町長、壇上にて御挨拶をお願いいたします。

　町長。

　皆様、御起立をお願いいたします。

○町長（鶴田忠良君）おはようございます。どうぞおかけください。
　まず、決算本議会で１５議案につきまして御可決、あるいは御認定をいただいたことにつきまして、心から感謝を申し上げます。先ほど議長からお話がありましたように、私ごとでございますが、このことにつきましてお礼の御挨拶を申し上げたいと思います。
　平成１７年に上毛町になりまして、第１期町長、そしてまた２期と８年にわたり、期間でいうとあと５０日ほど残っているわけでありますけれども、皆様方の大変な御支援、御協力、あるいは御指導、御鞭撻によりまして、職責を大過なく過ごすことができたと思っております。改めて皆様方のこれまでの御支援、御協力、あるいは御鞭撻に心から感謝申し上げたいと思います。

　その間、ちょっとだけ私自身が総括を申し上げたいと思うわけでありますが、８年間を振り返ってみますと、合併したときに、以前、大平、新吉は兄弟という政治状況の中でお互いに頑張ってきたと思っておるわけでありますけれども、合併してみますと、やはり兄弟といえども顔が違う。思い、あるいは志も異なる。旧大平、旧新吉の行政事情は必ずしも同一ではなかったということを痛感しております。

　しかしながら、先ほど申し上げました、議会議員の皆さん方の大変な御支援、御協力によりまして、一応、８年間のうちに平準化というか、でこぼこは克服できたと私は思っております。これは大平の皆様方には大変恐縮なんですが、おおむね大平のほうに投資をする量が多かっただろうと思っておりますし、その辺につきまして、これは逆に新吉議会出身の皆さん方には、ある意味では思いが異なる観点があるかもわかりませんけれども、これが合併の事実だろうと思っておりますし、８年たってみて、本当にいい上毛町ができたということで、お互いに仲よく、これから新しい政治体制で町発展のために御努力をいただきたいと思っております。
　思い残すことはないと言いたいわけでありますけれども、一つだけ現在進行中のことについて、例えば先ほども御意見がございましたけれども、東高跡地、あるいは上毛スマートインターチェンジ、あるいは新吉保育所、まだ時間が少しあるということでありますけれども、しかしこれは先が見えているということを考えますと、危惧することは何もないと言えるだろうと思っております。
　したがいまして、これもまた町民の本当に熱心な、あるいは心からの御支援、御協力があって、このことが完遂できた、あるいは完遂に近いと考えるわけでございますが、しかし、その町民の皆さん方の思いを代表して、それをある意味では御指導、御鞭撻なさった議員の皆さん方のこれまでの努力は、それもまた貢献された部分であろうと思っております。
　これから新しい政治体制で、議員の皆さんも２年後、ひょっとするとまた議員選挙等があるわけでございますけれども、それを無事乗り越えて、新しい議員、あるいは上毛町の政治体制に、ぜひ御支援、御協力をいただきたいということをお願い申し上げたいと思います。

　結びになりますけれども、上毛町がますます発展しますように、そして議員の皆様方が御健勝で、なお一層の御活躍をいただきますよう、心から祈念を申し上げまして、本当に長い期間でありましたけれども、皆さん方の、何度も申し上げ恐縮なんですが、御指導、御鞭撻、そして御支援、御協力に心から感謝を申し上げまして、今日のお礼の御挨拶とさせていただきます。

　本当に８年間、ありがとうございました。お世話になりました。
○議長（坪根秀介君）ありがとうございました。
　ここで長い間、上毛町のため、地域のために御尽力いただきました鶴田町長に対しまして、議会を代表して大山副議長より感謝の御挨拶がありますので、よろしくお願いいたします。

○副議長（大山　晃君）どうぞおかけになってください。
　鶴田町長の勇退に当たりまして、議会を代表し、一言感謝の言葉を申し上げます。
　鶴田町長におかれましては、中学校長を経て平成３年に新吉富村助役に就任し、平成７年には多くの村民の支持を得て、新吉富村長に就任をされました。就任後は、村民の将来を見据え、厳しい財政の中で、大規模な圃場整備事業や簡易水道、農業集落排水事業の実施、また、生涯学習・健康福祉総合センターげんきの杜の建設、さらに、地域の情報発信、交流施設と地域振興施設を一体的に整備した、道の駅しんよしとみ、遺跡跡の建設など各種重要な諸施策に取り組まれてまいりました。

　また、築上東部３カ町村の合併が地域の大きな問題とされ、残念ながら３町村の合併は実現されませんでしたが、鶴田村長が熱い熱意で大平村との合併の必要性を説かれ、その意思は議会を初め多くの村民に浸透し、合併を成し遂げ、平成１７年に上毛町が誕生いたしました。そして、初代上毛町長に就任され、現在に至っているわけでございます。

　合併後は、総合計画や行財政改革大綱の策定にいち早く取り組み、上毛町の基盤づくりに着手されました。また、総合計画の具体的な推進に当たり「まちづくりは地域づくり」の基本構想に基づき、町民の多くの意見や提言を具現化すめためコミュニティ計画の策定により住民自治を進めてこられました。
　平成１９年には、自らの創意工夫により、優れた施策し地方自治の充実、発展に寄与した町としては総務大臣賞し、新たな自治体としての確固たる行政運営を高く評価されました。その後も健全なる財政の確立と行政の効率化に向けた、行財政改革を着実に実行に移されました。
　また、保育所統合やコミュニティセンターの建設、中学校の体育館建設などの公共事業により整備を進めて、築上東部東高跡地には２１世紀の地域づくりのモデルとなる住宅地環境の形成を基本とする住宅化を行われております。

　鶴田町長が長きにわたり地方自治の発展に寄与され、輝かしい業績を数々の業績を残されましたが、職責を果たすために、計り知れぬ御苦労があったものと推察されます。このたび任期満了に伴い、１１月１２日をもって町長を勇退されることとなりますが、これまでの功績は上毛町の歴史に末永く伝承されることと思います。どうか、職を離れましても、町政のよき理解者として、御助言、御指導を賜りますようお願いを申し致します。

　鶴田忠良町長、長い期間、大変御苦労さまでした。町長の歩まれてきた政治姿勢に敬意と感謝を申し上げますとともに、今後も健康に留意され、さらに充実された日々を過ごされますよう祈念申し上げまして、甚だ簡単ではございますけれども、議会を代表しての言葉といたします。本当に御苦労さまでした。

○町長（鶴田忠良君）ありがとうございました。

○議長（坪根秀介君）鶴田町長、本当に長い間、御苦労さまでございました。
　以上をもちまして、平成２５年第３回上毛町議会定例会を閉会します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時５９分
○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。

　　　平成２５年　　月　　日

上毛町議会議長
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